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はじめに

　変形性股関節症とは，股関節に発
生する変形性関節症であり，①非炎
症性であること，②関節軟骨の変性
があること，③周囲の骨と滑膜組織
に変化が生じて股関節の変形が惹起
されること，などが一般的な概念で
ある．本稿では日本整形外科学会診
療ガイドライン委員会の変形性股関
節症ガイドライン策定委員会により
作成された診療ガイドライン1)に沿
って推奨Grade の高い項目を中心
に概要を述べる．

疫　　学

　単純Ｘ線診断によるわが国の変形
性股関節症の有病率は1.0～4.3％
で，男性は０～2.0％，女性は2.0～
7.5％と女性で高い（推奨Grade Ｂ）
が，前股関節症（日整会股関節症判
定基準で臼蓋および骨頭に先天性・
後天性の形態変化があり，関節裂隙
の狭小化はないが関節面の不適合は
軽度で骨梁配列の変化がありうる状
態）を含む調査とそうでないものが
あり，診断基準の異なる検討をあわ
せた結果である2ﾝ4)．

診　　断

　変形性股関節症について現時点で
は世界的にコンセンサスの得られて
いる明確な診断基準は存在しない．
大規模疫学調査で有名なものとして
はアメリカリウマチ学会（American 
College of Rheumatology：ACR）基
準がある5)．これは股関節痛を有し，
①赤血球沈降速度が20㎜/ｈ未満，②
大腿骨頭あるいは臼蓋の骨棘形成，
③関節裂隙の狭小化の３項目中２項
目以上が該当するものである．本邦
において股関節症の評価は病期分類
であり前股関節症，初期，進行期，
末期股関節症という曖昧な分類によ
り論じられる．特に前股関節症は関
節裂隙狭小化のない臼蓋形成不全や
先天性股関節脱臼後の遺残変形など
を含んでおり，明確な分類とは言い
難いが，現在でも慣用的に用いられ
ているのが現状である．なお変形性
股関節症のＸ線診断においては，関
節裂隙の狭小化を計測する方法が検
者間再現性の点において優れてい
る6)（推奨Grade Ｂ）．さらに単純Ｘ
線像における日本人成人股関節の
CE角の平均値は男性30～32°，女性
27～34°，Sharp 角の平均値は男性35
～39°，女性34～42°，acetabular head 
index（AHI）の平均値は男性82～88
％，女性80～89％と報告されてい
る7,8)（推奨Grade Ｂ）．

治　　療

１. 保存療法
　患者教育は変形性股関節症の症状
の緩和に対して有効であり，行うべ
きであるとされている9)（推奨 Grade 
Ａ）．教育により病識の向上，非ステ
ロイド性抗炎症剤（NSAIDs）使用
量の減少，疼痛・QOLの改善を認め
た10,11)．また運動療法は短期的な疼
痛，機能障害の改善に有効である12)

（推奨Grade Ａ）．薬物療法では
NSAIDs は疼痛緩和に有効である13)

（推奨Grade Ａ）が消化管障害，肝
機能障害，腎機能障害などの有害事
象に注意を払う必要がある．
２. 手術療法
　変形性股関節症に対する手術療法
は関節温存手術，関節固定術，人工
関節置換術に大別される．以下にそ
れぞれの代表的な手技を概説する．
１) 大腿骨内反骨切り術
　骨頭を内反させることにより関節
適合性を向上させ，関節合力を下げ
る効果がある．臼蓋形成不全を有す
る前股関節症および初期股関節症に
対し行われてきた手術であり，これ
らの病期の症状緩和と病期進行予防
に有効な術式である14)（推奨Grade 
Ｃ）．
２) 大腿骨外反骨切り術
　骨頭を外反させることにより，荷
重部をより骨頭内側に移動させ，内
側の骨棘も含めた新たな骨頭荷重面
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と臼蓋内側関節面との関節適合性を
持たせることを目的とした手術であ
る．大腿骨伸展あるいは屈曲骨切り
を加えることもある．進行期から末
期の股関節症に対する手術として広
く行われており，これらの病期の症
状緩和に有効な術式である15)（推奨
Grade Ｃ）．
３) 臼蓋形成術
　腸骨より採骨し臼蓋荷重部関節包
上に移植し骨性臼蓋を形成する手術
であり，骨頭の骨性被覆を改善させ
る他の骨切り術に比べ低侵襲である
が臼蓋形成不全の強い関節に対して
の適応は慎重にするべきである．臼
蓋形成不全を伴う前股関節症および
初期変形性股関節症の症状緩和およ
び病期進行予防に有効な術式であ
る16)（推奨Grade Ｃ）．
４) Chiari 骨盤骨切り術
　関節包直上の高さで腸骨を直線状
に切骨し股関節を含む末梢側を内方
へ移動する手術である．臼蓋形成不
全を伴う変形性股関節症の症状緩和
と病期進行予防に有効である 17,18)

（推奨Grade Ｃ）．
５) 寛骨臼回転骨切り術・寛骨臼移
動術
　寛骨臼を含む骨片を前外側に移動
させ，大腿骨頭の被覆を増加させる
術式であり，臼蓋形成不全を伴う前
股関節症と初期の変形性股関節症の
症状緩和および病期進行の予防に有
効な術式である19,20)（推奨Grade Ｂ）．
６) 筋解離術
　低侵襲で除痛効果が期待できる手
術とされており，現在は主にO’Malley
変法による筋解離術が行われてい
る．初期から末期までの股関節症に
よる疼痛の緩和に有効である21)（推
奨Grade Ｃ）
７) 股関節固定術
　人工股関節全置換術（total hip 
arthroplasty：THA）の長期成績が
向上している現在，適応症例は減少

しているが，関節温存術または THA
が適応とならない若年で片側性の末
期股関節症の疼痛緩和に有効な術式
である22)（推奨Grade Ｃ）．
８) 人工股関節全置換術
⑴　セメント使用THA
　現在のセメント使用THAの多く
は，金属骨頭とポリエチレンソケッ
トの組み合わせであり，ソケット側
に関しては，Charnley 型 THAで使
用され始めたポリエチレンのみの半
球状ソケットが主流である．ステム
は形状や表面加工の異なるさまざま
な機種が使用されている．セメント
充填手技に関しては，改良が加えら
れながら長期成績が向上してきた．
　インプラント生存率は，10から15
年で85から100％，20から25年で60か
ら87％であり，セメント手技や使用
機種などにより成績のばらつきがあ
る23,24)（推奨Grade Ｂ）．
⑵　セメント非使用THA
　インプラント生存率は，10から15
年でソケットが69から100％，ステム
が88から100％で使用機種やインプ
ラントの表面処理により成績のばら
つきがある25ﾝ27)（推奨Grade Ｂ）．
⑶　ポリエチレンの改良
　高度架橋ポリエチレン（highly 
cross-linked polyethylene）はγ線あ
るいは電子線を照射すること，熱処
理を加えることの２つの特徴があ
る．高度架橋ポリエチレンを使用し
たTHAは，従来型ポリエチレンを
使用したTHAと比較して同等の臨
床成績を示し，Ｘ線学的には有意に
低摩耗を示した28,29)（推奨Grade Ｃ）．
⑷　セラミックオンセラミックTHA
　セラミックの利点は表面を平滑に
できること，硬性が高くセメント粉
や金属粉などによる傷が生じにくい
ことがあげられるが，合併症として
セラミック破損の可能性がある．金
属ソケットにセラミックライナーを
組み合わせたセラミックオンセラミ

ックの中期成績はおおむね良好であ
るが，長期成績は不明である30,31)（推
奨Grade I）．
⑸メタルオンメタルTHA
　メタルオンメタルの利点はポリエ
チレンの摩耗粉が生じないこと，低
摩耗であること，セラミックのよう
な破損がないことであり，問題点と
しては血清コバルトあるいはクロム
イオン濃度の上昇，発癌性，妊婦へ
の影響などがあげられ，これらの長
期的な影響は明らかでない．現時点
では中期成績はおおむね良好である
が，長期成績は不明である32,33)（推
奨Grade I）．

おわりに

　現在，変形性股関節症診療ガイド
ラインでは実際には広く行われてい
る骨切り術や人工関節置換術などの
治療法の多くが「推奨Grade Ｃ」で
あり，また「推奨Grade Ｉ」となっ
ている項目も多い．これは手術をは
じめとする整形外科的加療におい
て，長期成績を待たなければ治療法
の評価が困難であるという特徴によ
るところが大きく，今後各施設が連
携しエビデンスレベルの高い
randomized-control trial を積極的に
行うことで判断基準となる情報量を
充実させる必要がある．
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